
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
国語・数学・英語の学習コ
ンテスト実施

合格点を決めて繰り
返しテストを行い
80％以上の生徒を
合格させる。

70% 85% B

1学期に実施できていない学年
があるので、今後実施する。

B A

学習コンテストの粘り強い取組
を展開できた。

A

学習コンテストの取組の結果が
出ていると思われる。

３教科だけでなく、各教
科における基礎学力の定
着に努める。

①校外の研修への参加
②授業改善プランの作成

①都の研修等に10
人以上参加
②２学期末までに作
成

70% 75% B

①都の研修を７名受講した。延
べ回数は１８回である。
②作成中である。 A B

・外部の研修に参加する教員が
多かった。
・授業改善プランの作成が一部
の教員に限られた。

B

教員の授業力向上に期待する。 授業改善プランの作成を
全教員で取り組む。

①よむYOMUワークシー
トの実施
②図書館を活用した探究的
な学習

①年間３０回以上
②教科・学年で年１
回以上 50% 70% C

①各学年で方法は異なるが取り
組んでいる。
②１学期に実施した教科はある
がまだ不十分である。

C B

授業での図書館の活用が増え
た。

B

今後の活用機会の増加をさらに
図ってほしい。

各教科、道徳・総合での
活用を推進する。

体力テストの結果を分析し
弱い項目を補強する。

毎回の体育の授業、
部活動で補強運動を
行う。 70% 50% B

体育の授業での補強運動はでき
ている。部活動での補強運動が
課題である。 B C

補強運動は実践しているが、な
かなか結果に表われない。

C

取組を継続してほしい。 体力テストの結果を分析
し、補強運動の内容を考
え直す。

①体を動かすことの必要性
を指導する。
②体を動かすことの楽しさ
を感じさせる。

①年１回以上、授業で
運動理論の指導
②毎日の昼休みの外遊
びの推奨

50% 50% C

①まだ実施できていない。
②体育委員会でボール貸出を
行っている。 C C

昼休みに校庭で遊ぶ生徒がなか
なか増えない。

C

生徒の意欲向上を図ってほし
い。

生涯スポーツの視点に
立って指導する。

①教員間の個別指導計画の
共有
②校内委員会での情報共
有、指導内容の確認

①学期１回全教員で
共有する。
②月２回行う。 90% 90% A

①共有できている。
②実施している。

A A

情報交換、指導方針の確認等が
でき、個に応じた対応ができ
た。 A

個に応じた指導ができているよ
うで好ましい。

指導体制を継続し、個に
応じた指導をさらに充実
させる。

ソフト面での配慮 学校からの文書等を
母国語に翻訳（随
時） 80% 90% A

日本語指導を１４名が受けてい
る。一人一台端末の翻訳機能を
活用している。 A A

日本語指導員による指導を行
い、徐々に日本語を使えるよう
になってきた。 A

取組を継続してほしい。 生徒の外国人生徒に対す
る人権感覚を身に付けさ
せる。

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

図書館の活用はなぜ難しいの
か。

「中間」
自己（学校）評価(A～D)
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学校教育目標
・心身ともに健康でたくましくがんばりぬく生徒
・よく学び考えて実践する生徒　　　　　　・規律を守り責任を果たす生徒
・思いやりがあり社会に貢献できる生徒

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

＜学校＞安心して登校でき（いじめなし）、満足して下校できる学校（成就感・達成感あり）
＜生徒＞何事に対しても一生懸命に取り組み、基礎・基本を身に付けるため授業を大切にする生徒
＜教師＞一歩先にチャレンジ（前例踏襲ではなく、一つ工夫を）

前年度までの本校の
現状

・教育活動や学校行事の見直し、精選を行うことができた。
・教員のICT活用能力向上の研修を年３回実施し、授業でタブレットを使える教員が増えた。
・ICT機器の活用により、校務のペーパーレス化を進めることができた。

・学力・体力の向上。
・教員の授業力の向上とICT機器を活用したより多くの授業の展開。
・不登校生徒を生まない、減らす指導。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

体
力
の
向
上

生徒の体力向上に努めてほし
い。

生徒の体力向上に楽しみながら
努めてほしい。

○基礎学力の定着

○教員の指導力向上

○基礎体力の向上

○運動意欲の向上

学
力
の
向
上

基礎学力の定着は大切である。

研修受講者がたくさんいて良い
と思う。

〇読書科の更なる充実

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

○特別支援教育の充実 継続してほしい。

○外国人生徒への対応
の充実

中国からの転入生が多いとのこ
とだが、何か理由があるのか。



９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標

達成度
「中間」

学校関係者評価(A～D)
「年度末」

学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた
改善案

コメント

①不登校生徒へのコンタク
ト強化
②オンライン授業の実施

①週１回以上の連
絡、家庭訪問
②毎日行う。 50% 70% C

①各学年で取り組んでいるが担
任によって温度差がある。
②実施している。 B C

不登校生徒の数が年度当初より
増えた。

C

不登校生徒の原因を取り除くの
は大変だと思われるが、できる
限りの努力を期待する。

不登校対策をより強化す
る。

①早期発見・対応
②生徒による呼びかけ

①年３回のアンケー
ト
②生徒会のキャン
ペーン（２学期）

80% 90% A

①６月に１回目を実施した。個
別面談を実施し、早期発見・解
決ができた。
②１１月に実施予定である。

B A

いじめの早期発見、対応に努
め、件数はゼロではなかった
が、適切に対応した。 A

いじめに対する対応ができてい
るようで良い。

いじめによる不登校が出
ないように早期発見・早
期対応に努める。

Q-Uテストによる生徒の実
態把握とそれに基づいた指
導

年に1回校内でQU
研修会を実施

70% 80% B

Q-Uテストは実施済み。２学期
に研修会を実施予定である。

A A

結果の分析、研修会の成果を学
級経営等に生かすことができ
た。 A

取組を継続してほしい。 Q-Uテストを引き続き実
施し、学級経営の向上に
生かす。

学校ホームページ、各種便
りの充実

学校ホームページを
毎日更新する。

80% 80% A

HPの更新を日々行っている。

A A

いろいろな方法で情報発信に努
めた。

A

良い状態である。 学校ホームページにアッ
プするべきものをきちん
と素早くアップする。

生徒への授業アンケート、
保護者・地域への教育活動
に関するアンケート

２学期に実施

70% 70% B

２学期に実施する予定である。

B B

アンケートの結果を具体的にど
のように生かしていくかについ
て、検討が必要である。 B

結果を教育活動の改善に生かし
てほしい。

結果の分析をもっとしっ
かり行う。

地域行事へのボランティア
参加

吹奏楽部による地域
行事での演奏（年３
回以上） 80% 90% A

吹奏楽部は２学期中心に実施す
る。
地域の行事には延べ７０名以上
が参加した。

A A

吹奏楽部やボランティア生徒に
よる地域貢献ができた。

A

吹奏楽部の活躍は素晴らしい。 地域へのボランティアの
参加を増やす。

①３年生から１年生への伝
達
②３年生から２年生への伝
達

①あいさつ、校歌の
指導（４月）
②ソーラン節（３学
期）

60% 90% B

①４月に実施し、１年生への支
援となった。
②３学期に実施する予定であ
る。

A A

伝統の継承に取り組めた。

A

西葛西中の伝統を守るのは良い
ことである。

普段から伝統の継承に努
める。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充

実

一人一人の状況に応じた対応が
大切である。

いじめのない学校を実現してほ
しい。

〇hyper-QUの活用 学級の状況を把握することは大
切である。

○不登校生徒への対応
の充実

○いじめゼロ

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

○地域貢献 地域貢献の取組は素晴らしい。

○伝統の継承 素晴らしい取組だと思う。

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

○情報発信の充実 地域や家庭に学校の様子が分か
るのは良いことだと思う。

〇学校関係者評価の充
実

結果を生かせるとよい。


